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2019 春 エンベデッドシステムスペシャリスト午後 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2019 年 3 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

 
■ 全体講評 

 午後Ⅰ，午後Ⅱ試験の正答率は，次のとおりです。

午後Ⅰの問 1（共通必須問題）が約 41％，問 2（ソフ

トウェア中心の問題）が約 40％，問 3（ハードウェア

中心の問題）が約 36％となっており，午後Ⅱでは問 1
（ハードウェア中心の問題）が約 45％，問 2（ソフト

ウェア中心の問題）が約 57％となっています。午後Ⅱ

の問 1 は，選択された受験者が比較的少ない中での平

均値です。 
本試験で合格するには，この公開模試の午後Ⅰ，午

後Ⅱ試験でともに 60点をクリアするだけの実力が必要

です。 
一般的には，午後Ⅰでハードウェア中心の問題を選

択した受験者のうち多くの方が，午後Ⅱでもハードウ

ェア中心の問題を選択しています。午後Ⅰの問 3（ハー

ドウェア中心）の選択率は約 18％で，午後Ⅱの問 1（ハ

ードウェア中心）は約 29％でした。逆に午後Ⅰで問 2
（ソフトウェア中心）を選択し，午後Ⅱで問 1（ハード

ウェア中心）を選択した方は，ごくわずかです。今回

の各問題の正答率から午後Ⅰは問 2（ソフトウェア中

心）が難しく，午後Ⅰの問 3，午後Ⅱの問 1 はサンプル

数が少ないですが，少し難しい問題だったと思われま

す。 
一般には午後試験の選択問題はハードウェア中心か

ソフトウェア中心かに大きく分かれていますので，あ

らかじめ自分の専門分野で選択する問題を決めておく

べきだといえます。一方，本番の試験で，選択問題の

両方を読んだ後で，どちらの問題を選択するか判断を

するための時間的余裕はそれほどありませんが，自分

に合った問題を選択することも重要です。この公開模

試でも，問題の選択結果から判断すると，解けそうな

問題をうまく選択された方がいたように思われます。 
計算問題ではケアレスミスが多く見受けられました。

計算問題の大半は確実に得点が得られる問題になって

います。それをケアレスミスで失点するのはもったい

ないので注意してください。 
過去に何度か出題されている，いわゆる定番問題，

例えば，消費電力の計算，伝送速度の計算，速度の計

算， 大時間の計算などは今回の公開模試でも出題さ

れましたが，正解率が低いケースが幾つかありました。 
解答は，問題で指示されているとおりに作成してく

ださい。 
記述式問題では，問題で要求されている事項だけを

簡潔に記述しましょう。指定された字数を埋めなけれ

ばいけないと思うためか，余計な説明を付け加えてい

る答案が少しあります。余計な説明を書かなければ減

点されないケースでも，間違った説明を付け加えたた

めに部分点とせざるを得ない答案がありました。 
午後Ⅰ，午後Ⅱの問題で 60 点以上得点した方は大い

に自信をもってよいでしょう。この調子を保つように

学習を続けて本試験に臨みましょう。60 点に達しなか

った方も基本的な知識はあるはずです。しかし，午後

問題は,知識だけでは解けません。基本的な知識を用い

て，問題を解決する能力が要求されます。新しい技術，

専門的な技術については，問題文の中に説明されてい

ます。また，問題文の中にヒントとなる事柄も書かれ

ています。本試験では，問題文を的確に読み取り，理

解して，問題が要求している解答を作成するように心

掛けてください。時間のある限り過去問題を何度も解

き，試験に対する実戦力を磨くことを期待しています。 
 

＜午後Ⅰ＞ 

問 1 体力測定管理システムの設計 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して各々4 点。発生する問題については「測定

装置からのレスポンスが悪くなり，異常とする」な

ど部分点としたものもあります。 

（2）空欄 a～c は，解答例どおりで各 2 点。b は「カー

ドの挿入」，c は「カードの抜取り」なども正解です。 
［設問２］ 

（1），（2）解答例どおりで各 5 点。 
［設問３］ 

（1）空欄 d～g は，解答例どおりで各 2 点。d の「カ

ードリード」などと，タスクがないものは空欄の文

章として成立しないので，部分点としました。 
（2）測定開始時，測定完了時ともに，解答例と同様の

趣旨が適切に記述されているものに対して各 4 点。 
 
【講評】 
 問 1は，午後Ⅰの定番的な基本問題となっています。

共通問題として通信，ハードウェア，ソフトウェアな

どの内容を含みます。午後Ⅰの過去問題を解いて完全

に理解していれば，確実に正解率 70％以上の得点を得

ることができる問題だと思います。 

設問 1 は，管理装置のポーリング時の通信エラーの

問題と体力測定装置の状態遷移図の空欄穴埋め問題で

合格への本当のノウハウ！ 
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す。(1)の通信エラーの方は，一時的なエラーの場合，

一度でもエラーと判定すると問題があるという常識的

な内容で，正答率は高かったです。(2)の状態遷移図は

多くの方が正解でした。「カードの抜取り」，「カードを

抜いた」なども正解としましたが，正確には図２に記

述のある「カード読込み」などに合わせるべきです。

本番ではちょっとした注意が必要です。 
設問 2 (1)は，通信速度が与えられており，送信する

ビット数を合計し，通信時間を求める定番問題です。

データのバイト数にスタートビット，ストップビット，

パリティビットの 3 ビットを加えるところがポイント

です。正答率は高かったですが，中には 3 ビットを加

えるところをミスしたと思われる計算結果もありまし

た。比較的単純な計算問題では確実に得点できること

が必須です。 
設問 2 (2)は，停電時に，割込み禁止時間を考慮して

制御部を 低何ミリ秒稼働させておくかを計算する問

題です。(1)の計算結果を利用しており，正答が非常に

少ない設問でした。特に 長でレスポンスを返すまで

100 ミリ秒間待つというところが難しかったようです。

割込みに関しては，割込み処理の中で 長の割込み禁

止時間を足し込むことがポイントです。 長時間を求

める計算問題も定番の一つですが，同類の計算問題な

ども含めて準備をしておくべきでしょう。 

設問 3 (1)は，制御部のタスクの機能概要の表の記述

の空欄穴埋めです。問題文の一部と表 2 の記述内容を

照らし合わせれば比較的容易であり，全体に高い正答

率でした。一般的な空欄穴埋め問題は，答えを知れば

「なんだ」と思うものですが，適切な用語をすぐに思

い出すのは難しい場合も多いかもしれません。ただ本

設問のようにタスク名や情報名と限定されている場合

は容易でしょう。空欄 g の「レスポンス」には「測定

結果」という解答もありましたが，測定装置通信の(3)
の後の空欄 g にはそぐわないので不正解としました。

空欄にタスク名を入れる場合，後ろに「～タスク」が

ないとこの設問では不正解ですが，内容は合っている

場合は部分点としました。 

設問 3 (2)は，サーバから会員情報を取得できない場

合と測定完了時に測定結果を送信できない場合に，測

定装置だけで測定ができるようにする対策を述べます。

比較的常識的な判断で解答できるので，正答率は高か

ったです。特に設問文内の「管理装置のメモリは対策

を考える上で十分な容量があるものとする」が大きな

ヒントになります。このように設問文にただし書きが

ある場合は，答えを誘導している可能性が高いので，

慎重に読み解きましょう。 

 

問２ ワイヤレス脈拍計測システムのソフトウェア開発 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例どおりで 7 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 8 点。 
［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 8 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 5 点。 
［設問３］ 

（1）解答例どおりで 4 点。ただし，「プリエンプト」

は正解とし，その他は意味的には正しくとも不正解

としました。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 10 点。 
（3）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 9 点。 
（4）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの 

に対して 9 点。 
 

【講評】 

 問 2 は，ソフトウェア中心の選択問題です。 
設問 1 (1)は，無線モジュールからデータロガー部に

送信するデータ量を求める定番的な計算問題です。正

答率は普通程度でした。 
設問 1 (2)は，2.4MHz 帯の ISM バンドの混雑が起き

たときの問題点を知っていれば簡単です。問題にも「無

線の混雑で電波環境が悪化することを懸念している」と

あり，後は伝送遅延や通信の切断などの用語をすぐに思

い付くかどうかです。電波干渉や混信などの表現でも文

章全体がほぼ適切な場合は，部分点，又は正解としまし

た。ただ，データ化けなどのデータ自体が違うことはあ

まりないと思われるので，そのような表現の場合は，不

正解としました。 
設問 2 (1)は，ICE デバッガがどのようなときに使える

かの知識が要求されますが，このようなシステムの開発

デバッグ経験があれば容易でしょう。解答には「SoC 化

されているから」という正解のキーワードが多くありま

した。 
設問 2 (2)は，モニタデバッガの欠点を知っているかど

うかがポイントですが，正答率は比較的高かったです。

設問 2 は，デバッガに関する出題で，午後試験では定番

的ではありませんが，午前試験では定番問題の一つで，

知識の整理が必要でしょう。 
設問 3 (1)は，OS の知識として基本的な「プリエンプ
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ション」を知っているかどうかがポイントです。プリエ

ンプションは日本語で「横取り」であり，それに類する

日本語でも正解とすべきかもしれませんが，基本用語で

あることから「プリエンプト」以外その他の用語は不正

解としました。 
設問 3 (2)は，共有バッファの排他制御がないことによ

る典型的な不具合を答える問題ですが，具体的な内容を

正確に述べるのは案外難しいかもしれません。それほど

正答率は高くありませんでした。 
設問 3 (3)は，割込みを禁止することによって，排他制

御は可能となるが，別の問題が発生することがあり，そ

の問題を答えます。タイマハンドラが起動しなくなるこ

とはすぐに分かりますが，これも具体的な内容を正確に

述べるのは難しいかもしれません。 
設問 3 (4)は，排他制御を具体的なセマフォの P 操作

（セマフォの獲得，すなわちロック操作）を使って表現

する問題ですが，求められているのは「セマフォを使っ

て排他制御する」などという短い文章ではないので少し

難しいかもしれません。 
 
問３ 星座ナビゲーションデバイス 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 6 点。 
（2）(a) 解答例と同様の趣旨が適切に記述されている

ものに対して 6 点。 
(b)根拠，構成要素ともに解答例どおりで各 4 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 6 点。 
［設問２］ 

（1）空欄 a～e は，解答例どおりで各 2 点。b は「重

力加速度」も正解。 
（2）(a) 解答例どおりで 2 点。 

(b) 解答例どおりで各 4 点。「人の振動」など手振

れと同類のものは正解。 
［設問３］ 

（1）(a) 解答例どおりで各 2 点。 
(b) 解答例どおりで 4 点。 

（2）解答例どおりで 4 点。 

 

【講評】 

 問 3 は，ハードウェア中心の選択問題です。題材で

使用されている GPS と加速度センサなどは，いろいろ

な組込み機器に使われおり，基本知識を整理しておく

必要があります。他と比較すると全体に少し易しかっ

たようです。 

設問 1 (1)は，星座は地球の場所と時刻によって違う

という常識的なことをすぐに思い付き，GPS の知識が

あれば，簡単でしょう。記述も 30 字以内と短く正答率

も高かったです。 
問 1 (2)は，観測中に LCD と眼の間の距離を求める

方法を答える問題ですが，(a)は設問文に「一般に非接

触で距離を求める方法」とあるので，この星座ナビに

使えない方法でも正解です。超音波以外にもレーザ，

赤外線でも正解としました。現実にはレーザは眼には

危険で使えません。三角測量の方法を答えた方は一名

でした。(b)の構成要素の「ボタン」は部分点としまし

た。 
設問 1 (3)は，GPS 機能を再起動させるための条件を

答える問題ですが，場所が移動したことを検知するの

がポイントで，このためには加速度センサを利用しま

すが，単に「加速度センサを使う」などは不正解で「観

測場所を移動したと判断」などの内容を含む必要があ

ります。 
設問 2 (1)は，加速度センサに関する記述の空欄を埋

める問題で，基本的な内容なので正答率は高かったで

す。空欄 c は「垂直」という解答がありましたが，直角

とは少し意味が違うので不正解としました。 
設問 2 (2) (a)は，加速度センサの出力電圧を 4mV 単

位でディジタル化するために必要な A/D 変換器のビッ

ト数を求めます。ビットの桁数を求める問題は定番な

ので，正答率は高かったです。 
設問 2 (2) (b)は，加速度センサの測定値が変動する理

由を二つ答える問題です。「手振れ」の方は直感的に分

かり易いですが，「感度誤差」の方は少し難しかったか

もしれません。「人の移動」と解答した方もいますが，

観測中とあるので不正解としました。 
設問 3 (1) (a)は，等星などの実数データを変換ルール

に基づいて整数に変換するだけなので，正答率は高か

ったです。整数の 1 だけ違うなどの解答がありました

が，慌てないことが肝心です。 
設問 3 (1) (b) 及び (2)は，星の数の手計算も含めて

手間が掛かり易しくありませんが，正解の方は何名か

いました。 
 

＜午後Ⅱ＞ 

問１ 省電力無線ユニットとクラウドを利用した農業ナレッ

ジマネジメントシステム 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 8 点。 
（2） 解答例どおりの二つに対して各 4 点。 
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（3）解答例どおりで 4 点。「小動物対策」など同類の

ものも正解，又は部分点。 
（4）解答例どおりで 4 点。 
［設問２］ 

（1）(a)，(b)は解答例どおりで各 4 点。 
（2）(a)，(b)は解答例どおりで各 4 点。 
［設問３］ 

（1）解答例どおりで各 3 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して各 8 点。 
（3），（4）解答例どおりで各 4 点。 
（5）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 10 点 
［設問４］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 8 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 6 点。 
  
【講評】 

 農業ナレッジマネジメントシステムを題材にしたハ

ードウェア中心の選択問題です。 
 設問 1 (1)は，照度センサがなくても照度を計測でき

る理由を述べる問題ですが，易しい内容で，正答率は

高かったです。大筋は合っていても「発電電圧を A/D
変換器で取り込む」というような具体的な記述がない

ものは部分点にしたものもあります。問題文の内容に

沿って具体的に記述することが大切です。 
 設問 1 (2)は，屋外に設置するための対策を答える内

容で常識的な判断で解答できるでしょう。正答率は高

かったです。「湿度」，「pH」などの解答もあり，絶対間

違いとはいえませんが不正解としました。 
 設問 1 (3)は，農耕地に設置するための特別な対策を

答える問題で常識的な判断で解答できそうですが，答

えが分かれました。例えば「生物の対策」は意味が広

すぎてここでは不正解としました。 
設問 1 (4)は，日本国内において，無線を使用する機

器を製造販売する場合，「技適」と呼ばれる証明を受け

なければならないことを知っているかどうかの問題で

す。実際に関連する業務に就いていないと難しかった

かもしれません。正答率は非常に低かったです。 
 設問 2 (1) (a) (b)は，マイコンの消費電力を求める定

番の計算問題です。設問文にジュール（J）/秒（仕事率）

とワット（電力［W］）は等価とあり，簡単だったと思

います。正答率も高かったです。知識があやふやな方

は，解説にある単位関係の三つの式をぜひ確認してお

いてください。小数第何位まで答えるのかということ

も十分注意が必要です。 
 設問 2 (2) (a) (b)は，スーパーキャパシタのエネルギ

ー量と動作可能時間を求める問題ですが，ファラドと

クーロンの関係式も示されており簡単ですが，(b)は(1)
の正解を使っており，これだけの正解はありません。

それでも正答率は高い方でした。式が示されていない

とファラドやクーロンという単位は，回路設計に従事

していない方には難しかったかもしません。 
設問 3 (1)は，温度と各温度センサの出力値を示す表

5 の穴埋めですが，図 7 などから簡単に推測が付きます

ので易しい問題でした。ほとんどの方が正解です。 
 設問 3 (2)は，温度センサ B と A/D 変換器の間に位置

する回路 X に必要とされる機能を問われています。表

1 の※2 に気づけば，設計経験者には難しくない問題で

あり，正答率も低くはなかったです。このような注釈

は，解答にヒントになることが多く，見逃してはなら

ない記述です。 
 設問 3 (3)は，カウントクロックを生成するときの分

周器の分周率を求める問題です。分周率の意味を知っ

てさえいれば簡単でしょう。正答率も高かったです。 
 設問 3 (4)は，タイマカウンタをパルス幅計測モード

で使用するとき，カウントが完了するまでの 大時間

を求める問題です。ポイントは， 大 2 周期分の計測

時間が必要なことですが，1 周期分と間違った解答が散

見されました。 大時間を求める問題は他にもよくあ

りますが，午後Ⅱ問題は午後Ⅰに比較して時間的に余

裕があるので，落ち着いて考えましょう。 
 設問 3 (5)は，センサ A の問題点をマイコンの消費電

力の観点から答える問題です。易しい問題で，正答率

も高かったです。 
 設問 4 (1)は，「24 時間中の指定された時刻における

データを取得したい」という要望を満たすためにハー

ドウェア仕様の変更内容を答える問題です。表 1 の※3
の注釈そのものであり，正答率は低くありませんでし

たが，「サブクロック」というキーワードがないものは

不正解としました。 
 設問 4 (2)は，化学電池の動作特性に関するもので，

低温時の電圧低下などのことを知っていれば簡単だと

思われます。化学電池の電解液の環境汚染という解答

もあり，見当違いではありませんが，この問題では温

度特性と比較して発生確率が低いため不正解としまし

た。 
 
問２ 植物工場 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例どおりで各 5 点。(a)の「温度」，又は「湿
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度」の単独では部分点。(b)の「光量」は不正解。 
（2）解答例どおりで各 5 点。 
［設問２］ 

（1）解答例どおりで各 4 点 
（2）解答例どおりで各 4 点。 
（3）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して各 4 点。 
（4）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して各 4 点。 
［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 10 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に記述されているもの

に対して 20 点。 
 
【講評】 

植物工場の制御を題材にしたソフトウェア中心の問

題です。 
設問 1 (1)は，図 2 の栽培室の構成の空欄の構成要素

名を答える問題です。表 1 と表 2 を照らし合わせれば

比較的容易に答えられるでしょう。全体に高い正答率

でした。空欄 b は，表 2 の照明ユニットの機能に光量

という用語があり「光量」という解答もありましたが，

外部から検知するのは照度であり，少し辛い採点です

が不正解としました。 
設問 1 (2)は，通信速度を求める定番的な計算問題で

す。これも全体的に正答率が高かったです。この設問

は絶対に得点したいところです。 
設問 2 (1)は，制御装置のタスク分割における複数ブ

ロックの処理方法に関する問題で，正答率も高く易し

い問題でした。 
設問 2 (2)は，図 6 のタスク構成図の空欄のタスク名

を答える問題で，表 4 のタスク処理概要と照らし合わ

せれば容易に答えは得られるはずです。正答率は非常

に高かったです。 
設問 2 (3)は，図 7 の主要タスク間通信シーケンス図

のメッセージ内容を答える問題です。①のメッセージ

を「ある出力ユニットからの情報」とするとあり，表 4
などを参考に順番に推測していけば，比較的容易に答

えられるでしょう。 
設問 2 (4) (a)は，自動モードから手動モードへ切り替

わるときの不具合について答える問題です。誰でも「手

動モード時と自動モード時の状態に大きな差がある」

ということに気付きそうですが，求められている内容

をしっかり述べるのは難しかったかもしれません。大

きく外れていなければ部分点としました。 
設問 2 (4) (b)は，手動モードから自動モードへ切り替

わるときの，各出力ユニットに送信する制御方法を述

べる問題ですが，こちらは常識的に考えられる内容で，

正答率は普通でした。 
設問 3 (1)は，暗号化された栽培制御シーケンスとと

もに，復号の際に必要な情報を答える問題です。元の

データのデータ長が必要という答えですが，案外唐突

に答えるのは難しいかもしれません。正答率は高くも

低くもありませんでした。 
設問 3 (2)は，セマフォによる排他制御を行ったが，

正しく復号処理が行えない場合があるという不具合を

述べます。内容は定番的なタスク優先度にかかわるも

のですが，求められている字数が 80 字と長いので，す

ぐに文章にするのではなく，内容を箇条書きなどに整

理した上で書くようにするとよいでしょう。午後Ⅱ問

題には，時間的な余裕があるはずです。 
 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


